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◆ 会   場：県立男女共同参画センター セミナー室    ◆受 講 料：無料 

◆ 一時保育：あり(要予約・無料・定員 6名(パパとママのためのコミュニケーション講座は 12名)) 

◆ 申込方法 ：所定の申込書（イーブンホームページから入手可能）に必要事項を記入の上、 

FAX・郵送・持参またはお電話でセンター宛て申込み 

◆ 問合わせ先：兵庫県立男女共同参画センター・イーブン 

〒650-0044神戸市中央区東川崎町 1-1-3神戸クリスタルタワー７階 

TEL:078-360-8550  FAX:078-360-8558（http://www.hyogo-even.jp/） 

 

 
 
 
 
 
 

兵庫県立男女共同参画センター・イーブンからのお知らせ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

兵庫県子ども・子育て支援推進本部ニュース 第１２８号 

         

  

平成２９年（2017 年)2 月 
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子ども未来通信２月号 
http://web.pref.hyogo.lg.jp/hw08/hw08_000000008.html 

 

女性起業家座談会  ”先輩起業家”の話を聞こう！～夢をカタチにするには？～ 

「自分らしく働きたい」「仕事と家庭を両立したい」そんな思いを実現する働き方として関心が 

高い“起業”。でも、なかなか一歩を踏み出せないあなた！知りたいことを直接、先輩起業家に 

聞いてみませんか。 

◆ 日 時：平成 29 年 3月 13 日（月） 13:30～16:30 

（座談会 13:30～15:30 交流タイム 15:35～16:30） 

◆ 講師・コーディネーター：宇田 名保美さん（中小企業診断士） 

◆ 対象・定員：県内在住・在勤・在学で起業を考えている女性、創業して間もない女性 30名（先着順） 

 

女性のための働き方セミナー  私発見！色で探る「今とこれから」の働き方 

「春から何か始めたい！」でも方向性が決まらず迷っている方にお勧めのセミナーです！ 

カラーボトルを使って自己の内面を振り返り、自分に合った働き方のヒントを見つけましょう！ 

※ 講師が個別にカラー分析を行うものではありません。 

◆ 日 時：平成 29 年 3月 14 日（火） 10:00～12:00 

◆ 講 師：山脇 洋子さん（キャリアコンサルタント） 

◆ 対象・定員：テーマに興味や関心のある女性 ８名（抽選）（申込締切：平成 29年 3月 7日(火)） 

 

パパとママのためのコミュニケーション講座～心が通うことばのプレゼント～ 

「なんでそんな言い方をするの」「少し言っただけなのに、なんであんなに怒るの」 

パートナーに気持ちを伝えたいだけなのに分かってもらえない、そんな経験はありませんか。 

相手に伝わりやすい話し方について考えてみましょう。 

◆ 日 時：平成 29 年 3月 25 日（土） 10:00～12:00 

◆ 内 容：近年の子育て事情について、ワークショップ①「２人の今を再確認！」 

ワークショップ②「夫婦のコミュニケーションを見直そう～心が通うことば探し～」 

◆ 講 師：水田 恵美さん（株式会社ひとまち ファシリテーター） ほか 

◆ 対象・定員：未就学児を子育て中のカップル 20名（先着順）※おひとりでも参加できます。 
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兵庫県立歴史博物館 

●第３回 米朝一門ＤＮＡ落語会● 
桂米朝の内弟子経験者による落語会です。第３回は直弟子と米團治門下の孫弟子が出演し

ます。 

◆ 日時：3月10日（金） 開演14:00～（開場 13:00）        

◆ 出演：桂米團治 桂米平 桂団朝 桂團治郎 

◆ 場所：当館地階ホール 

◆ 料金：2000円 

◆ 申込：米朝事務所（06-6365-8281）にて電話予約（1月10日～受付） 

◆ 定員：100名（未就学児の入場不可） 

 

◆座談会「米朝資料から見えてくるもの」◆ 
米朝宅に残されている資料の整理作業を通じて分かった成果、裏話などを対談形式で語っ

ていただきます。 

◆ 日 時：3月12日（日）14:00～15:30 

◆ 講 師：小澤紘司氏（上方落語研究家） 

古川綾子氏（国際日本文化研究センター特任助教） 

◆ 聞き手：中川渉（当館学芸員） 

◆ 場 所：当館地階ホール 

◆ 料 金：無料 

◆ 定 員：100名（申込不要、当日受付） 

◆ 問合わせ先：兵庫県立歴史博物館 

〒670-0012 兵庫県姫路市本町 68番地 

TEL ： 079-288-9011 FAX ： 079-288-9013 

http://www.hyogo-c.ed.jp/~rekihaku-bo/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県立美術館からのお知らせ 

こどものイベント 
➀「のりちゃん先生のフェルティング★フェスティバル」 

後藤ミュージアムティーチャーの得意なことをいかしたスペシャルイベントです。  

羊毛フェルトを使って、作品をつくってみよう。  

◆ 日 時：３月 25日（土） 10:30～15:30 

◆ 対 象：小・中学生とその保護者（小 2以下は要保護者同伴） 

◆ 募集人数：30 名 ※要申込（2/25の朝 10 時より電話にて受付・先着順） 

◆ 参 加 費：無料 

②「いちごツアー」 

「新宮 晋の宇宙船」展を担当学芸員と一緒にお話ししながらみてまわるツアーです。 

バギーでの参加も大歓迎！  

◆ 日 時： ３月 29日（水） 10:30～11:00 

◆ 対 象：未就学児とその家族 

◆ 募集人数：5家族程度 

※要申込（2/28の朝 10 時より電話にて受付・先着順） 

◆ 参 加 費：無料（保護者は要観覧券） 

◆ 問合わせ先：兵庫県立美術館 こどものイベント係 

   〒651-0073 兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通１丁目１番１号 

TEL：078-262-0908 FAX：078-262-0903 
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遊びと学びのある暮らし 
お子さんにとって、おもちゃが片付けやす

い環境というのは、好きなあそびを自由に選

べる環境でもあります。お子さんの発達に合

わせて、環境を整えていきたいですね。 

赤ちゃんの頃は、誤飲の危険性から、おも

ちゃ自体も大きく、おうちの方が片付ける事

がほとんどですので、出し入れしやすい箱が

おすすめです。片付けている姿をお子さんは

見ており、真似をするようになります。 

また、積み木など専用のケースがあるもの

は片付けもあそびのひとつとして、言葉がけ

で促しましょう。 

お子さんが、小さなおもちゃでも安心して

遊べるようになる頃、おもちゃが増え、おう

ちの方が一番頭を悩ます時期でしょう。おも

ちゃを種類ごとに分けて入れる、よく使用す

るものは、お子さんの手が届く棚に並べる、 

取り出しやすい場所に置くなど、工夫が必要

です。 

使用しなくなったおもちゃは、別の箱に入

れて、雨の日用に利用する、または、リサイ

クルを使って賢く手放しましょう。 

 

問い合わせ先： おもちゃコンサルタント 

竹下 あきこ 

E-mail：momlabo@gmail.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Facebook で子育て情報発信中！ 

 こども・子育てひみつ基地  

https://www.facebook.com/kodomo.himitsukichi 

検索

 

編集部からのお知らせ 

 「ひょうご子ども未来通信」は、市町、企業、商工会議

所、商工会、青年会議所、地域団体・NPO、県関係機関な

どや希望者に電子メールにより配信しています。新たに配

信を希望される方は、下記アドレスに「未来通信・配信希

望」と送信してください。未来通信に掲載する記事も随時、

募集しております。ご希望の方は下記までご連絡下さい。 

 兵庫県子ども・子育て支援推進本部 

 （健康福祉部こども局こども政策課） 

  kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp 

ひょうご孫ギフトプロジェクト 

（兵庫県のふるさと納税）のお知らせ 

 

 

●内容は？ 

ご寄附をもとに、私立の

保育所、幼稚園、認定こど

も園に、県産木材でつくっ

た木の玩具を贈ります。未

来を担うこどもたちへの、ふ

るさと兵庫の木のぬくもりの

プレゼントです。 

 

 

●返礼品は？ 

５万円以上のご寄附で、県内企業による子

育てグッズ等が選べるギフトカタログを寄附者

又はご指定先にお贈りします。 

 

 

●お得な制度は？ 

実質２千円の負担となる税控除の仕組み

や、確定申告を兵庫県が代わりに行う仕組み

があります。 

 

 

●寄附のお申し出・問い合わせ先 

兵庫県こども政策課（TEL078-362-3197） 
webサイト 「ひょうご 孫ギフト」で検索！ 

 

mailto:kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp

